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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～9 月末） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
□
□
学
□ 

探
究
的
□
学
□
□
推
進 

「強みをいかし、 

ともに学び、自ら学び続ける子

の育成 

●一斉授業中心の学習から脱却し、ICT を効果的に活用することで、学習

者一人一人に応じた個別最適な学びを実現するとともに、生徒が主体的に

学ぶ力を育成する。●行事や集会など学校生活の様々な場面において、

生徒に判断や運営を委ねる機会を意図的に増やし、自治の力と自己決定

力の育成を図る。 

・「授業においてタブレット等のICT

機器を活用している」と肯定的に回

答する割合が６０％を超える。・「学

校生活の中で自分で考えて行動し

ている」「行事や活動に主体的に参

加している」と肯定的に回答する割

合が７５％を超える。 

教室・職員室での見

取り 

全国学力・学習調査 

堺市学力・学習状況

調査 

３学期 

通年 
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業
改
革
□
推
進
□授
業
□
□
□
学
校
□
変
□
□
□

 

生徒一人ひとりの強みをいか

し、「ともに学び、ともに伸びる」

授業の実現をめざす。主体的に

問い、対話を通して深く学び続

ける力を育成する。そのために、

教職員一丸となって授業改革に

取り組み、「授業からも学校を変

える！」という意志のもと授業改

善を推進する。 

●教職員一人一人の授業改善に対する意識を高めるため、毎月の教科会

において複数人による協働的な授業づくりを継続的に行う。 

●授業の相互参観や校内研究授業を計画的・定期的に実施し、授業力向

上の機会を充実させる。生徒の学びの姿をもとに授業を振り返ることで、

教師自身が成長を実感できるとともに、生徒も「学んでいる自分」を自

覚できる授業づくりを推進する。★小中におけるカリュキュラムに，教

職員で話し合う場を作り，つながりを意識した授業づくりを推進する。 

 

全教職員が年間複数回の相互参観

を行えている。校内研究授業や教科

会での協働的な授業づくりが継続

的に実施されている。 

生徒が主体的に考え、対話を通して

学びを深める授業が展開されてい

る。全国学力・学習調査等におい

て、「主体的・対話的に学んでいる」

と肯定的に回答する割合が７０％

を超える 

教室・職員室での見

取り 

全国学力・学習調査 

堺市学力・学習状況

調査 

３学期 

通年 
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自
他
を
大
切
に
す
る
心
の
育
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自分を大切にし、自分の良さを

いかして前向きに行動できる生

徒の育成 

● 日々の関わりや声かけ、振り返り活動を通して、生徒一人ひとりの良

さや強みに気づかせ、自信をもって前向きに行動できるよう支援する。

★ 小中連携による交流活動や合同取組を通して、互いの良さを認め合

う機会を設け、自己肯定感や他者理解を育む。 

「自分には良いところがある」「自分の

得意なことが分かっている」「学校が楽

しい」と肯定的に回答する割合が７５％

を超える。 

IRT 調査 学校教育

自己診断等 

見取り 

３学期 

通年 
      

他者を尊重し、思いやりをもっ
てよりよい人間関係を築くこと
ができる生徒の育成 

● 道徳教育や人権教育を基盤に、日常の指導や学級活動を通して他者

を尊重する態度を育てるとともに、いじめを許さない意識と行動を全校

で徹底する。★ 小中連携による人権学習や交流活動を通して、互いを認

め合う心を育てるとともに、発達段階に応じた人権意識の育成を系統的

に推進する。 

「友達を傷つけないようにする」「道徳の

授業は大切だとおもう」と肯定的に回答

する割合が７５％を超える。 

学校教育自己診断 

IRT調査等 
３学期       

生
活
□食
□体
□
向
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基本的な生活習慣の定着と食育

の推進を図るとともに、健やか

な心身の育成と安心して学べる

学校環境の実現をめざす 

● 日々の生活の中で、「時を守り、場を清め、礼を正す」を全校共通の生

活規範として定着させるとともに、食育の推進や運動習慣の定着を図り、

健やかな心身の育成につなげる。★ 小中が連携し、基本的生活習慣や食

に関する指導について情報共有と共通理解を図り、発達段階に応じた系統

的な指導を推進する。 

「時間を守り行動できている」「そうじをし

っかりとできている」「基本的な生活習慣や

マナーが身についている」と肯定的に回答

する割合が７５％を超える。 

全国学力・学習調査 

学校教育自己診断

等 

３学期       

地
域
協
働 

信
頼
□
連
携 

地域や学校群と連携し、教育活

動の充実を図り、保護者・地域か

ら信頼される学校づくりをめざ

す 

● 学校だよりやホームページ、Tetoru 等を活用し、教育活動の様子や

成果を積極的に発信することで、保護者・地域との信頼関係の構築を図

る。★ PTA や地域と連携した行事や活動に積極的に参加するとともに、

小中学校間での交流や情報共有を推進し、学校群としての連携を深める。 

学校だよりや HP、Tetoru等による

情報発信と、PTA・地域・小中連携の

取組が継続的に実施されている。 

 

学校アンケート 

実施状況 
３学期       

「確かな学び」の現状    

生徒との丁寧な関わりや継続的な指導により、学ぶ姿勢は着実に向上しつつあり、落ち着いて授業に臨む雰囲気が育ってきている。複数年にわたり取り組んで

きた静謐な教育環境の構築についても一定の成果が見られ、現在は「きれいな教室」の実現に向けた取組を進めている。ICT 環境の整備では、タブレット端末

の更新により操作性が向上し、一部では学習意欲の高まりも見られるが、活用の広がりと質の向上が課題である。また、教職員の授業改善に対する意識は高

く、相互参観等の取組も進めている段階にある。今後は、研修や実践交流を重ねながら授業力のさらなる向上を図り、主体的に学び続ける力の定着につなげて

いく必要がある。 

 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

日常の教育活動を通じて、多様性を尊重し互いを認め合う人権意識の醸成に努めているが、いじめのない、いじめを許さない風土づくりも含め、さらな

る意識の向上が課題である。今後は、「自分も人も大切にできる子」の育成に向け、一人ひとりが自他の価値に気づき、よりよい人間関係を築く力を高め

ていく必要がある。また、活発な学校生活の中で見られる生徒のエネルギーを望ましい方向へ導くため、体育的活動の充実や運動習慣の定着を図ると

ともに、食育を大切にしながら道徳性を高め、将来、社会で主体的に活躍できる心と体の育成をめざす。 

令和８年度 重点目標   

●「強みをいかし、ともに学び、ともに伸びる」学びの実現 ⇒ 生徒一人ひとりの強みに着目し、対話的・協働的な学びを通して、主体的に学び続ける力を育成する。  ●「主体的に考え行動する力」の育成 ⇒ 学校生活全体を通して、生徒が自ら考え判断し行動する場面を意図的に設定し、

自治の力と自己決定力を高める。  ●「安心して学べる環境」と規範意識の自律化 ⇒ 「時を守り、場を清め、礼を正す」を基盤に、生徒同士の関わりと主体的な行動を通して、安心・安全で落ち着いた学校環境を確立する。   

●「挑戦し続ける姿勢」の育成 ⇒ 学習・行事・部活動等において挑戦の機会を保障し、失敗を成長につなげる風土を醸成する。  ●「組織としての教育力の向上（教師の在り方）」 ⇒ 教職員一人ひとりが高い専門性と使命感を持ち、協働的に実践を共有しながら、生徒に求

める姿を体現する。特に、授業改革・授業力向上に本気で取り組み、「授業からも学校を変える！」という強い意志のもと、日々の授業実践を通して学校全体の教育力を高めていく。「子どもが憧れる 最高で最強の教師軍団！」をめざす。 

校長より（年度末） 

 

学校関係者評価者から（年度末） 

中学校区におけるめざす子ども像    「自らを律し、自ら学び続ける子」 

 


